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令和４年12月 教育委員会定例会会議録 

 

 

１ 開会の日時 

令和４年12月15日（木） 午後２時00分 

 

 

２ 出席委員 

新 倉   聡  教育長 

荒 川 由美子  委 員（教育長職務代理者） 

澤 田 真 弓  委 員 

川 邉 幹 男  委 員 

元 木   誠  委 員 

 

 

３ 出席説明員 

教育総務部長 古 谷 久 乃 
教育総務部総務課長 杉 本 道 也 
教育総務部教育政策課長 飯 田 達 也 
教育総務部生涯学習課長 柿 原 美 奈 
教育総務部教職員課長 平 石   拓 
教育総務部学校管理課長 二 見   裕 
学校教育部長 米 持 正 伸 
学校教育部教育指導課長 川 上   誠 
学校教育部支援教育課長 小 谷 亜 弓 
学校教育部保健体育課長 鈴 木 史 洋 
学校教育部学校食育課長 山 田 智 子 
学校教育部教育情報担当課長 矢 本   歩 
中央図書館長 山 口 正 樹 
博物館運営課長 柳 井 栄 美 
教育研究所長 阿 部 優 子 

 

 

４ 傍聴人 ２名 
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５ 議題及び議事の大要 

○ 教育長 開会を宣言 

○ 教育長 本日の会議録署名人に川邉委員を指名した。 

 

 

○ 教育長報告 

 

（新倉教育長） 

 それでは、11月定例会から本日までの間の所管事項について報告をさせてい

ただきます。 

 お手元の12月定例会教育長報告資料をご覧いただければと思います。 

 まず、市議会関係について、11月29日から12月定例議会が開催されまして、昨

日最終日となりました。12月定例議会にあたっては、議案として市立学校教職員

等の給与条例の改正、４月１日にさかのぼっての給与費の改定と、65歳定年制に

向けた定年繰上げに関する条文等の整備をさせていただいたところです。 

 教育委員会につきましては、委員の皆様とともに京都の福知山市の視察をさ

せていただきました。12月１日に伺わせていただいて、福知山では学校の統廃合

と学校プールの運営方法の変更、並びに翌日、大正小学校におけるＩＣＴ、その

他の授業参観をさせていただいて、学んできたところであります。 

 その他、学校関係の行事としましては記載されているものがございますが、特

に11月19日には、本年度、田戸小学校が創立100周年であったこと、それから25

日には、汐入小学校が創立150周年の式典等が開催されまして、私のほうから祝

辞を述べさせていただいたところです。 

 24日に中学生のものづくり教育フェアの全国・関東大会への出場の激励会を

開催させていただき、各委員にもご参加をいただいたところです。 

 27日に第54回になりますけれども、小学校の児童陸上記録大会を不入斗公園

の陸上競技場で開催させていただきました。この３年間、コロナと天候不順によ

って開催が危ぶまれたものでしたが、大変晴天の下で開催することができたか

と思っています。後ほど、それらにつきましての報告をする予定でおります。 

 

（質問なし） 

 

 

教育長 報告事項を聴取することを宣言 
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報告事項（１）『市立学校における新型コロナウイルス感染症の罹患状況につい 

       て』 

 

（保健体育課長） 

 市立学校における新型コロナウイルス感染症の罹患状況について報告いたし

ます。 

 資料をご覧ください。 

 前回の定例会が行われた11月中旬以降、児童生徒と教職員を合わせた１日当

たりの罹患者数の総数は、200人台の半ばを増減を繰り返しながら推移していま

したが、12月第２週の終わりから明らかな増加傾向が見られます。また、前回の

定例会以降、新たに学級閉鎖等の措置を講じた学校は12校あり、こちらも増加傾

向です。 

 新型コロナウイルス感染症については、過去２か年とも年末年始に感染者が

急増したことから、今年も注意が必要であるとされており、市立学校における感

染防止についても引き続き警戒して対策に当たる必要があると考えています。 

 一方、先月下旬には国の基本的対処方針が見直され、これに関連して、学校運

営にあたって特に留意すべき点等について文部科学省から事務連絡がありまし

た。コロナ禍で、飲食の場面における感染対策について、地域の実情に応じた取

り組みを検討することが示されましたが、現在の感染対策をすぐに緩和すべき

だというような誤解が生じることのないよう、市立学校長会議の場で丁寧に説

明をするなど、対応してまいります。併せて、今後も各学校と連携して感染拡大

防止に努めてまいります。 

 以上で報告を終わります。 

 

（新倉教育長） 

 12月の市議会におきましてマスクの着用、それから昼食時間の黙食について、

厳格に対応しているものについて緩和をしてほしいという陳情があった旨、ご

報告させていただきます。 

 

（澤田委員） 

 昼食時の黙食やマスクの着用についてですが、横須賀市としてはどのような

方針で行うのか、教えていただければと思います。 

 

（学校教育部長） 

 現在、横須賀市では対応マニュアルというのを定めまして、現状では、食事中

は会話については控えましょうというような規律の下、学校の指導としてはし
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ゃべらないで食べるというようなこと、そしてパーティションをしっかり立て

て食事をしましょうというようなことです。 

 先ほど保健体育課長も報告いたしましたが、横須賀の子どもたちの罹患状況

というのは減っているわけではなくて、逆に微増しているという状況、それから

先生方の罹患も増えているような現状もあって、なかなか予断を許さないよう

な状況になっています。 

 よって、私たちの方針としては、まだ今は緩和していく、緩めていくというよ

うな状況ではないと判断しております。 

 

（澤田委員） 

 ありがとうございます。 

 

（荒川委員） 

 それに引き続いてなのですけれども、マスクの着用などにつきましても、登下

校の際は離れていたらいいというようなお話も以前ありましたけれども、その

あたりはどのようになっているのか教えていただければと思います。 

 

（学校教育部長） 

 マスクにつきましては、これはもう以前から、登下校中、離れて歩く、それで

しゃべらないで歩くというような状況では必要がないとされております。これ

は文部科学省のほうからもそういった通達が来ておりますので、それをきちん

と学校に伝えて、そういうふうに対応するようになっております。 

 ただ、密接に接触するような狭い教室や、それから会話がたくさんあるような

授業ではマスクをして対応しましょうというところは、今までどおり変わって

おらないという状況です。 

 

 

報告事項（２）『行事等の結果について』ア 横須賀市小学校児童陸上記録大会 

       の結果について 

 

（保健体育課長） 

 横須賀市小学校児童陸上記録大会の結果について報告いたします。 

 この大会は、市立小学校46校から５、６年生の代表児童が参加して行われるも

ので、今回で54回目を迎えました。 

 また、天候の影響や新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響などで開催で

きない年が続いていたため、今年度は実に４年ぶりの開催となりました。 
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 当初は11月26日土曜日に、不入斗公園陸上競技場において開催を予定してい

ましたが、この日が雨天であったため翌27日日曜日に順延し、同会場で開催いた

しました。この日は天候にも恵まれ、各校代表児童計826名が日々の練習の成果

を発揮しました。 

 お配りした資料には、各種目１位の記録について記載しております。 

 なお、６年男子100メートル走及び男子４×100メートルリレーの２種目で、こ

れまでの大会記録が更新されましたので、併せて報告いたします。 

 以上で、横須賀市小学校児童陸上記録大会の結果について報告を終わります。 

 

（元木委員） 

 昨年度までの大会記録についてなのですが、一部の種目について手動と電気

というのがあるのですけれども、これはどういった意味合いになるのでしょう

か。 

 

（保健体育課長） 

 以前は手動の計測、ピストルの火薬が破裂した閃光を見て人が時計をスター

トして、ゴールラインを体幹が通過したところを人が目で見て時計を止めてい

る、そういう計測の仕方をして、それを公式な記録としていました。現在は電気

の計測ということで、ピストルの火薬の破裂と同時に時計が電気的にスタート

するようになっていて、ゴールのところも写真で判定して、それを時間に換算し

てタイムを打ち出すという形で、現在は公認の記録として認められるのは、この

電気計測のみとなっているそうです。 

 どうしても手動のほうがよい記録が出がちであるということで、これも公式

な記録ではあるので、手動で計測していたときの最もよい記録と、それから電気

計測に変わった以降の最もよい記録をそれぞれ大会記録として示しているとい

う、そういった次第です。 

 

（新倉教育長） 

 かつてですと、ゴール付近のところにコースごとの計測者が階段状に並んで

いて、自分の担当する選手がゴールを切ったときにストップウオッチを止める

という、そんなやり方だったのかなと思いますが、そうすると、それぞれの人間

の反射能力で違ってしまうということがあって、今、電気式に変わったのかなと

思っています。 

 

（川邉委員） 

 参加児童数が826人ということですけれども、これは参加する児童はどのよう
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に選ばれてきたものなのでしょうか。 

 

（保健体育課長） 

 各学校の５、６年生の人数というか、規模にもよって、学校によって多少対応

は違うようですが、基本的には希望者を募って練習会等を開催して、その中から

メンバーを選抜して代表の参加者を決めていると聞いております。 

 

（新倉教育長） 

 １点、少し報告に本来は載れればいいのかと思いますが、個人競技では何とか

なるのですけれども、４×100メートルリレーになってきますと、その選手がそ

ろわない学校が何校か、出てきている状況があって、かなり少子化の影響で全て

の学校の参加が難しくなってきているのかなと先日思いましたので、付け加え

させていただければと思います。 

 

 

（理事者報告なし） 

 

 

（委員質問なし） 

 

 

６ 閉会及び散会の時刻 

  令和４年12月15日（木） 午後２時13分 

 

 

     横須賀市教育委員会 

教育長 新 倉   聡 


